
























































































































































整理し，同時に，それぞれの集団，組織におけるP行動， M行動の測定尺度を構成した O さらに，成員
間影響量の可能態としての社会的勢力とリーダーシップP-M4類型との関連も検討した。その結果，
PM型 (P行動， M行動がともに強いタイプ)のリーダーは専門性勢力， P型 (p行動は強いが， M行
動は弱いタイプ)は報酬勢力や強制勢力， M型 (M行動は強いが， P行動は弱いタイプ)は準拠勢力，
pm型 (P行動， M行動がともに弱いタイプ)は正当性勢力を，それぞれ保有する傾向にあることを見
出した。
最後に，本研究では，群集ないし集合レベルにおける集団内影響過程の研究として，緊急避難状況に
おける避難誘導法の開発研究を行なった。その中で，誘導者が声と動作で誘導する指差誘導法に対し，
本研究で新しく開発した吸着誘導法，すなわち，誘導者が自分の近辺にいる避難者1名に働きかけるこ
とにより即時的小集団を形成しその波及効果をもって群集全体を誘導するという方法の方が有効な場
合があることを実証した。さらに，誘導者と避難者の人数比の変数によって，吸着誘導法の効果が制約
されることも見出した。この研究は，現実の避難誘導計画や避難訓練に対して実践的意義をもっととも
に，集合行動を小集団によって制御し得ることを明らかにした点で，小集団研究と集合行動研究の一つ
の接点を提起したものと言えよう O
以上のように，本論文は，集団研究の重要課題である成員間相互影響過程に関して，小集団，組織体，
群集の各レベルにおける新しい視座と方法を提起した点で極めて独創的であり，学術博士の学位論文と
して十分価値あるものと認められるO
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